
　活動３年目の町地域おこし協力隊員の安田裕
太郎さんは、JR白老駅周辺の課題を「小規模
事業者は駅周辺でお店・事務所を作りにくい」
「駅から徒歩圏で飲食することを抜きにして滞
在・消費できる場所が少ない」「特に高校生を
中心に町内外の若者が滞在できる場所・作業ス
ペースが少ない」ことと考え、これらの解決策
として空き物件を活用し、お店のシェアハウス
や作業・滞在スペースとする拠点を確保しまし
た。私費の投入になるため、一歩一歩のリノベ
ーションになるそうですが、人が集い、交流で
きる新たな拠点づくりを目指しています。

　洞爺のパン屋さん「森と休日」の出店が決ま
りました。ほか、地元のコーヒー屋さんや手作
り子ども服を扱う札幌の服飾雑貨屋さんなど３
店ほどが集まる予定です。時間は11時～16時。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

【問い合わせ先】安田　Instagram：@mimori_yasouまたはＥメール：info@nodateyasou.life
　　　　　　　　羽地　Eメール：matatabibunko@gmail.com　☎０９０－２８３６－４６７１

お店のシェアハウスや、人々
の集い・交流拠点としての整
備を始める建物

▼２月18日㈯のイベント

初のイベントでにぎわった
「ひぐらしブックカフェ」
（１月14日）


